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②授業科⽬名 ⑦実施形態

⼼理学 対⾯

⑧授業のテーマ及び到達⽬標

私たちは⾃分の⼼の働きについて、ある程度までは⾃分で知ることが可能である。このような経験に基づいた
⼼理学的知識を「素朴⼼理学」の知識という。問題なのは、この「素朴⼼理学」の知識と「学問としての⼼理
学」の知識にしばしば⼤きな隔たりがあることである。本科⽬では、「学問としての⼼理学」の全般的な内容
について講義を⾏う。そして、素朴⼼理学に基づいた、⼼理学に対する誤解を解き、学問としての⼼理学を⽣
活の中で役に⽴つような知識として⾝につけることを⽬標とする。この科⽬は、⼼理学についてこれまで学習
していない学⽣を対象にしており、「全学共通教育科⽬」の「学際知」に位置づけられる。
この授業の学修⽬標は以下のとおりである。
①【知識・技能】
・学問としての⼼理学の歴史や分野を概観できる。
・⼈間の⼼の働きや⾏動に関する基本的な⼼理学的概念や理論を理解できる。
・⼼理学的な現象や問題について、適切な⽤語や表現を使って説明できる。
②【思考⼒・判断⼒・表現⼒】
・素朴⼼理学と学問としての⼼理学の違いを認識し、⾃分の⼼についての素朴な疑問を批判的に検討できる。
・⼼理学的な現象や問題に対して、論理的に考えたり、⾃分の意⾒を述べたり、他者と議論したりできる。
・⼼理学の知識や理論を、⾃分の⽣活や社会に関連づけて、具体的な事例や応⽤例を⽰せる。
③【主体性・共同性】
・⼼理学の学習を通して、⾃分の⼼や⾏動について、客観的に観察したり、反省したりできる。
・⼼理学の学習を通して、他者の⼼や⾏動について、理解したり、尊重したりできる。
・⼼理学の知識や理解を⽣活や社会に主体的に応⽤することができる。

⑨授業の概要

授業では、⼈間の基本的な⼼の働きや⾏動を扱う。授業内容は、⼼理学の歴史に始まり、感覚・知覚、認知、
社会、発達、教育、パーソナリティ、臨床など多岐にわたる⼼理学分野を少しずつ紹介するものとなってい
る。毎回の授業において、学⽣からも⽇常⽣活で体験する「⼼についての素朴な疑問」を受け付ける。そし
て、それら疑問は「学問としての⼼理学」ではどのように考えられているかを講義内容に沿って紹介する。

⑩授業計画

各回の授業内容 各回に含む必須の教育
内容番号

授業ガイダンス ―⼼理学とは― 
 ⼼理学の歴史 
 知覚 ―外界を認識する⼼の仕組み― 

 思考 ―考えることの仕組み― 
 ⾔語 ―⾔語に関わる⼼理学― 14・15・16・34

 記憶 ―覚えることと忘れることの仕組み― 15

 社会的認知 ―他者を知ることの仕組み―
 感情・動機づけ ―喜怒哀楽と意欲に関する⼼の仕組み― 
 パーソナリティ ―性格の違いと環境への適応― 
 発達 ―⼼の働きの成⻑と変化― 16
 教育 ―⼼理学による教育⽅法の充実― 15・16
 臨床 ―健康な⼼と異常な⼼― 
 ⼼理学における測定の問題 
 いろいろな⼼理尺度
 まとめ ―⼼理学的な疑問を考える―
定期試験



⑪使⽤テキスト 北尾倫彦・中島実・井上毅・⽯王敦⼦（1997） 「グラフィック⼼理学」（サイエンス社）

⑮学⽣等に対する評価
（評価基準・評価⽅法等）

上述した①知識・技能、②思考⼒・判断⼒・表現⼒、③主体性・共同性について、期末試験（60％）、およ
び、授業課題（事前課題、まとめの課題、感想・質問課題）（40％）の割合で評価する。試験は指定された教
室（試験室）内で、80分間（論述式）、座席指定、学⽣証呈⽰で実施する。期末試験の際，「公式Cheat
Sheet」のみ持ち込み可（評価の対象として答案と共に回収する）。その他の教科書・ノート・資料等の持ち
込みは不可。期末試験は指定された試験⽇の授業時間内で実施する。授業課題は、Teamsの「課題」で提出す
ること。その他詳細については、第1回の授業において説明する。

⑫参考書・参考資料等

中島義明 他編（2005）「新・⼼理学の基礎知識」（有斐閣）
ノーレン・ホークセマ,S. 他（2012）「ヒルガードの⼼理学（第15版）」（⾦剛出版）
海保博之 他（1995）「クイズと体験でわかる⼼理学」（福村出版）
菊池聡 他（1995）「不思議現象なぜ信じるのか」（北⼤路書房）
Fradera, A.（2018）Psychology in 100 Quotes. Metro Books

⑬同時双⽅向性の確保
（通信で実施する科⽬のみ）

⑭学修課程の管理⽅法
（通信で実施する科⽬のみ）


